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甲
佐
ま
ち
な
か
、
宝
さ
が
し
の
２
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
！

甲
佐
蚤
（
の
み
）
の
市
　
〜
10
月
6
日
（
土
）
・
7
日
（
日
）
開
催
〜

■
秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
蚤

　
（
の
み
）
の
市
」
を
開
催

　

10
月
６
日
（
土
）
・
７
日
（
日
）

の
２
日
間
、
商
店
街
一
帯
で
「
甲

佐
蚤
（
の
み
）
の
市
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

空
き
家
や
空
き
店
舗
が
目
立
つ

商
店
街
の
活
性
化
や
町
内
外
の
若

者
な
ど
と
の
交
流
、
本
町
の
Ｐ
Ｒ

の
促
進
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
甲

佐
町
商
工
会
（
中
村
幸
男
会
長
）

が
主
催
し
、
今
年
で
6
回
目
。
町

内
外
の
店
舗
な
ど
か
ら
手
作
り
雑

貨

や

ア

ク

セ

サ

リ

ー
、

ア

ン

テ
ィ
ー
ク
家
具
、
衣
料
品
、
陶
芸

品
、
飲
食
店
な
ど
約
１
2
０
団
体

が
出
店
し
ま
し
た
。

■
若
者
や
家
族
連
れ
の
来
場
で 

　
活
気
が
あ
ふ
れ
る
２
日
間

　

台
風
25
号
の
接
近
で
開
催
も
危

ぶ
ま
れ
た
今
回
は
、
1
日
目
は
台

風
を
考
慮
し
て
時
間
変
更
で
開
催
。

２
日
目
は
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
県

内
外
の
各
地
か
ら
訪
れ
た
来
場
者

で
、
会
場
は
大
に
ぎ
わ
い
。
大
井

手
川
の
流
れ
る
風
情
あ
る
町
並
み

” 甲佐まちなか、宝さがしの２DAYS ！ ”　　COSA-NOMINOICHI

初めての２日開催に、

多くのご来場とご協力

ありがとうございまし

た。蚤（のみ）の市を

通して本町の発展のた

めにがんばりたいです。

多くのご来場あり

がとうざいました

坂本 公生部長

（商工会青年部）
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甲佐蚤の市への来場は２

回目です。アンティーク

雑貨を探しに来ました。

商店街の中で開かれるの

がいいですね。

アンティーク雑貨

を求めて来ました

井上 静さん

（熊本市）

を
楽
し
む
、
若
者
た
ち
の
活
気
と

明
る
さ
が
あ
ふ
れ
る
２
日
間
と
な

り
ま
し
た
。

■
レ
ト
ロ
な
雑
貨
な
ど
が
商
店

　
街
一
帯
に
所
狭
し
と
並
ぶ

　

歩
行
者
天
国
の
エ
リ
ア
の
店
舗

に
は
、
レ
ト
ロ
な
雑
貨
や
使
い
込

ん
で
味
の
あ
る
古
着
、
オ
ブ
ジ
ェ

や
木
工
の
食
器
や
キ
ッ
チ
ン
用
具
、

端
切
れ
や
布
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

な
ど
、
さ
な
ざ
ま
な
品
物
が
店
棚

や
路
上
な
ど
に
ず
ら
り
。
来
場
者

は
気
に
入
っ
た
品
物
を
手
に
取
っ

て
品
定
め
し
た
り
、
店
主
と
の
会

話
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
本
町
の

秋
の
催
し
を
満
喫
し
ま
し
た
。

■
ロ
ン
ド
ン
バ
ス
や
陽
気
な
音

　
楽
が
会
場
を
盛
り
上
げ
る

　

会
場
で
は
、
２
階
建
て
の
ロ
ン

ド
ン
バ
ス
が
人
気
を
集
め
る
と
と

も
に
、
に
ぎ
や
か
で
陽
気
な
音
楽

の
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
、

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
、
「
蚤
の

市
」
を
華
や
か
に
演
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
飲
食
エ
リ
ア
の
ブ
ー
ス
で

は
、
甲
佐
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
う
さ
ん

も
ん
」
認
定
品
の
店
舗
や
町
内
の

飲
食
店
な
ど
も
出
店
。
本
町
の
魅

力
を
町
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
一

大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

” 甲佐まちなか、宝さがしの２DAYS ！ ”　　COSA-NOMINOICHI
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●
宮
崎
県
日
南
市
な
ど
の
ま
ち 

　
づ
く
り
先
進
地
事
例
を
視
察

　

９

月

16

日
（

日

）

〜

17

日

（
月
）
宮
崎
県
で
、
甲
佐
町
産
業

後
継
者
育
成
対
策
協
議
会
が
主
催

す
る
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
（
宮
本
修
治
会
長
）

は
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
を
中
心
に
商
業
、
工
業
を
ふ
く

め
た
後
継
者
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
商
店
街
活
性
化
・
古
民
家

の
利
活
用
な
ど
の
先
進
地
事
例
の

視
察
を
企
画
。
甲
佐
町
商
工
会

（
中
村
幸
男
会
長
）
の
青
年
部
な

ど
か
ら
、
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

●
活
性
化
の
取
り
組
み
を
手
掛 

　
け
た
皆
さ
ん
の
講
義
を
受
講

　

視
察
で
は
、
宮
崎
市
で
飲
食
店

な
ど
を
公
募
し
た
青
島
ビ
ー
チ

パ
ー
ク
や
、
日
南
市
で
求
職
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
の
企
業
誘
致
や
一

本
釣
り
カ
ツ
オ
を
活
用
し
て
商
店

街
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
油
津

商
店
街
を
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
古

民
家
を
活
用
し
て
飲
食
店
や
宿
泊

施
設
の
整
備
や
企
業
誘
致
に
取
り

組
ん
で
い
る
城
下
町
の
飫
肥
地
区

を
訪
問
。
取
り
組
み
を
手
掛
け
た

皆
さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
課
題
と
、
そ
れ
に
ど
う
対
応
し

て
き
た
か
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

甲
佐
町
産
業
後
継
者
育
成
協
議
会

輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
若
者
た
ち

今回の視察研修は本当に目から

鱗（うろこ）の連続でした。

人口減少は人口動態を整えてい

くことが重要で、甲佐の町並み

や川、自然の魅力を再確認し、

多様性を見出しカタチにしてい

くことで、地域はまだまだ輝け

る可能性を秘めているというこ

とを教えていただきました。

持続可能なまちづくり、魅力づ

くりを行うことは、域内調達率

を上げ、地域経済を循環させて

いくことにも繋がります。甲佐

町らしいまちづくりを地域全体

でやっていきたいと改めて考え

させられた２日間となりました。

甲佐町らしいまちづくりを

甲佐町商工会青年部

大滝 祐輔さん

　
甲
佐
町
産
業
後
継
者
育
成
協
議
会
で
は
、
農
業
、

商
業
、
工
業
を
ふ
く
め
た
後
継
者
の
育
成
を
図
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
16
日
（
日
）
〜
17
日
（
月
）
、
同
協
議
会
が

主
催
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
先
進
地
で
あ
る
宮
崎

県
宮
崎
市
、
日
南
市
を
視
察
し
ま
し
た
。
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■
基
本
改
定
の
背
景

　

甲
佐
町
（
上
）
水
道
事
業
は
、
町

民
生
活
と
地
域
経
済
活
動
を
支
え
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
安
全
な
水
の

安
定
供
給
や
水
道
未
普
及
地
域
の
解

消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
給

水
人
口
の
減
少
や
節
水
機
器
の
普
及

に
よ
り
各
家
庭
で
の
水
道
使
用
量
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
料
金
収
入
の
増

加
は
見
込
め
な
い
状
況
で
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
耐
用
年
数
を
超
え
て
老

朽
化
の
進
ん
で
い
る
配
水
管
を
は
じ

め
と
す
る
施
設
の
更
新
や
耐
震
化
を

進
め
て
い
く
必
要
が
生
じ
て
お
り
、

水
道
事
業
の
経
営
状
態
は
厳
し
く

な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
収
納
事
務
の
民
間
委

託
な
ど
の
経
営
努
力
を
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
平
成
30

年
度
以
降
赤

字
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

平
成
30

年
第
3

回
町
議
会
定
例
会
に

水
道
料
金
の
改
定
を
行
う
た
め
の

「
甲
佐
町
水
道
給
水
条
例
」
の
一
部
改

正
案
を
上
程
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
基
本
水
量
は
８
立
方
㍍
に
、
超

　
過
料
金
は
値
上
げ

　

基
本
料
金
を
こ
れ
ま
で
の
用
途
別

か
ら
口
径
別
に
変
更
し
、
基
本
水
量

を
10

立
方
㍍
か
ら
８
立
方
㍍
へ
変
更

し
ま
す
。
ま
た
、
超
過
料
金
を
１
立

方
㍍
あ
た
り
１
３
９
円
（
税
込
み
）

か
ら
１
４
５
・
８
円
（
税
込
み
）
へ

変
更
（
値
上
げ
）
し
ま
す
。

用途
基本料金（１カ月につき）

水量 料金（税込み）

一般用 使用水量10立法㍍まで 1,296円

営業用 使用水量20立法㍍まで 2,623円

浴場営業用 使用水量200立法㍍まで 26,229円

団体用 使用水量20立法㍍まで 2,623円

口径
基本料金（１カ月につき）

※ （ ）内は税込み

13㍉㍍ 1,200円（1,296円）

20㍉㍍ 1,400円（1,512円）

25㍉㍍ 1,800円（1,944円）

30㍉㍍ 2,400円（2,592円）

40㍉㍍ 3,600円（3,888円）

50㍉㍍ 6,000円（6,480円）

75㍉㍍ 12,000円（12,960円）

世帯

人数

使用

水量

現行料金 改正案
増加額 増加率

基本料金 超過料金 計 基本料金 超過料金 計

１人 8立方㍍ 1,296円 0円 1,296円 1,296円 0円 1,296円 0円 100.0 %

２人 16立方㍍ 1,296円 834円 2,130円 1,296円 1,166.4円 2,462円 332円 115.6 %

３人 20立方㍍ 1,296円 1,390円 2,686円 1,296円 1,749.6円 3,045円 359円 113.4 %

４人 24立方㍍ 1,296円 1,946円 3,242円 1,296円 2,332.8円 3,628円 386円 111.9 %

５人 29立方㍍ 1,296円 2,641円 3,937円 1,296円 3,061.8円 4,357円 420円 110.7 %

６人 34立方㍍ 1,296円 3,336円 4,632円 1,296円 3,790.8円 5,086円 454円 109.8 %

平 成３１年 ５ 月 検 針 分 か ら 水 道 料 金 を 改 定 し ま す

■現行料金■改定後料金

■（参考）超過料金の改定（世帯人数別の料金増加額と増加率）

改
定

　甲佐町水道事業では、平成31年５月検針分

から水道料金の改定を行います。平均改定率

は約10㌫増で、30年振りの大きな料金改定と

なります。基本料金をこれまでの用途別から

口径別に変更し、基本水量を10立方㍍から８

立方㍍へ変更。超過料金を値上げします。

●お問い合わせ先　町水道管理センター　 TEL 096-234-0755
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10
月
20
日
（
土
）
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
、
「
オ
ー
タ
ム
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
同
セ
ン
タ
ー

の
自
主
文
化
事
業
と
し
て
、
町
教
育

委
員
会
が
主
催
。

　

県
内
で
活
躍
す
る
サ
ッ
ク
ス
奏
者

の
中
田
博
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
奏
者
の
岡

崎
香
織
さ
ん
、
ボ
ー
カ
ル
の
薛
（
せ

つ
）
江
里
子
さ
ん
の
３
人
が
出
演
し
、

ジ
ャ
ズ
の
名
曲
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映

画
曲
な
ど
を
演
奏
。
来
場
し
た
約
90

人
が
響
き
渡
る
ジ
ャ
ズ
の
音
色
と
歌

声
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
50
代
女
性
は
、
「
音
楽

は
も
ち
ろ
ん
、
ト
ー
ク
も
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。

　９月22日（土）・23日（日）鹿児島市で、

第50回九州ジュニア水泳競技大会が開催さ

れ、仲原乙葉選手（中横田区・甲佐中２年）

が出場しました。

　仲原選手は、13～15歳の部の200㍍・400

㍍自由形に出場。400㍍自由形で７位となり

ました。

　仲原選手は「練習にしっかり取り組んで、

いろんな大会で上位に入れるようにがんばり

たいです。そしていいタイムを出してコーチ

や親に恩返しをしたいです」と話しました。

優しい香りが漂う　　　　

国指定天然記念物「麻生原のキンモクセイ」

音楽を楽しむ秋の夕べ　　

10月20日（土）JAZZコンサートを開催

水泳で九州大会に出場　

仲原乙葉さん（中横田区・甲佐中２年）

▼見物客におもてなしをする「キンモクセイ保存会」の皆さん

▲400㍍自由形で７位となった仲原選手

▼

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト

　

９
月
下
旬
、
麻
生
原
の
国
指
定

天
然
記
念
物
「
麻
生
原
の
キ
ン
モ

ク
セ
イ
」
が
開
花
し
ま
し
た
。

　

大
き
さ
日
本
一
と
言
わ
れ
る

「
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」
は
、
昭
和
9

年
に
国
が
天
然
記
念
物
に
指
定
。

麻
生
原
居
屋
敷
観
音
の
境
内
に

茂
っ
た
大
樹
で
、
樹
高
18
㍍
、
目

通
り
の
周
り
は
３
㍍
あ
り
ま
す
。

地
上
か
ら
４
㍍
の
と
こ
ろ
で
３
支

幹
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
秋
の
彼
岸
ご
ろ
に
淡
い

黄
色
の
花
を
付
け
て
独
特
な
香
り

を
放
つ
「
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」
は
、

10
月
は
じ
め
に
満
開
を
迎
え
、
見

物
客
を
か
わ
い
ら
し
い
花
と
優
し

い
香
り
で
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

地
元
の
麻
生
原
区

（
奥
村
大
助
区
長
・
50

世
帯
）
で
結
成
さ
れ

た
「
麻
生
原
キ
ン
モ

ク
セ
イ
保
存
会
」
の

皆
さ
ん
に
よ
る
お
接

待
で
は
、
訪
れ
た
見

物
客
に
栗
な
ど
の
秋

の
味
覚
が
振
舞
わ
れ

ま
し
た
。

　

熊
本
市
か
ら
訪
れ

た
70
代
の
夫
婦
は
「
お

接
待
に
温
か
み
を
感

じ
ま
し
た
。
栗
が
甘

く
て
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た

来
ま
す
」
と
笑
い
な

が
ら
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。
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　10月10日（水）町役場において、10月１日付

けで退任された人権擁護委員の豊永康法さん（横

田区）に対して法務大臣感謝状伝達式が行われま

した。

　豊永さんは人権擁護委員として２期６年にわた

り活動にご尽力され、小・中学生への人権啓発な

どに積極的に取り組まれました。

　伝達式では、奥名克美町長の立ち会いのもと、

熊本地方法務局の緒方登志光人権擁護課長より感

謝状が伝達され、熊本人権擁護委員協議会の井口

誠一会長が「長い間お世話になりました。子ども

人権委員としてだけでなく、かみましき人権フェ

スタでも主体となって活動していただきました。

今後もご指導いただければ」と長年の功績を称え

ました。

　豊永さんは、これまでの活動を振り返って「や

りがいのある活動を通して多くのことを学ばせて

いただきました。今後の日常生活でも人権の大切

さや差別意識に気を配っていきたいです」と感想

を語りました。

　10月20日（土）町生涯学習センターで、

第13回『新甲佐町史』歴史研修会が開催さ

れました。

　同研修会は、平成25年刊行の『新甲佐町

史』を用いて、本町の今と昔を考え成り立ち

を追うことを目的に、町教育委員会が主催。

　今回は「蒙古襲来絵詞を読んでみよう」と

題し、元県立美術館副館長の大倉隆二さんが

講演。約40人が受講し、甲佐神社に奉納さ

れたとされる『蒙古襲来絵詞』が作られた意

義と竹崎季長の製作意図について学びました。

『蒙古襲来絵詞』を読む     

第13回『新甲佐町史』歴史研修会を開催

▲町生涯学習センターで開催された新甲佐町史歴史研修会

豊永康法さんに感謝状授与    

退任人権擁護委員に対する法務大臣感謝状伝達式

▲法務大臣感謝状の伝達を受ける豊永さん（左）

　

10
月
12
日
（
金
）
、
甲
佐
町
ナ
イ

ト
ハ
イ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
少
年
の
育
成
と
心
身
の
鍛
錬
を

行
う
と
と
も
に
、
健
康
増
進
、
異
世

代
交
流
、
ま
た
家
族
の
触
れ
合
い
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
甲
佐
町
青

少
年
健
全
育
成
町
民
会
議
（
奥
名
克

美
会
長
）
と
町
教
育
委
員
会
が
主
催
。

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
発
着
と

し
、
午
後
７
時
に
出
発
。
仁
田
子
の

益
城
橋
を
渡
っ
て
美
里
町
の
二
俣
橋

で
折
り
返
し
、
西
寒
野
と
緑
町
に
ま

た
が
る
日
和
瀬
橋
を
渡
っ
て
戻
る
約

12
㌔
の
コ
ー
ス
を
約
１
７
０
人
が
歩

き
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
し
た
10
代
の
女
子
は

「
友
だ
ち
と
た
く
さ
ん
話
が
で
き
ま

し
た
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

触れ合いと交流の12㌔          

10月12日（金）甲佐町ナイトハイクを開催

▼

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
出
発
す
る
参
加
者
た
ち
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税

町税務課　TEL 096-234-1112（内線 115）

■
配
偶
者
控
除
お
よ
び
配
偶
者
特
別

　
控
除
の
改
正
に
つ
い
て

　

平
成
29

年
度
税
制
改
正
に
よ
り
配
偶

者
控
除
お
よ
び
配
偶
者
特
別
控
除
が
見

直
さ
れ
、
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
30

年
１
月
以
降
の
所
得
に
適

用
さ
れ
、
平
成
31

年
度
の
住
民
税
か
ら

反
映
さ
れ
ま
す
。

■
配
偶
者
控
除
に
つ
い
て

　

納
税
義
務
者
（
扶
養
す
る
人
）
に
所

得
制
限
が
設
け
ら
れ
、
合
計
所
得
金
額

が
９
０
０
万
円
を
超
え
る
と
控
除
額
が

減
少
し
、
１
，
０
０
０
万
円
を
超
え
る

場
合
は
適
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
配
偶
者
特
別
控
除
に
つ
い
て

　

配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
の
上
限
が

１
２
３
万
円
ま
で
拡
大
さ
れ
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
控
除
額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
納
税
義
務
者
（
扶
養
す
る
人
）

の
合
計
所
得
金
額
が
９
０
０
万
円
を
超

え
る
と
控
除
額
が
減
少
し
、
１
，

０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
は
従
来
ど

お
り
適
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

具
体
的
な
控
除
額
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

　

配
偶
者
控
除
お
よ
び
配
偶
者
特
別
控

除
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
町
税
務
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

配偶者の合計所得金額

【参考】

配偶者が給与収入の

みの場合、対応する

収入金額

納税義務者 ( 扶養する人 ) の合計所得金額

900 万円以下
900 万円超

950 万円以下

950 万円超

1,000 万円以下

配偶者

控除

38 万円

以下

配偶者が

70 歳未満
103 万円以下 33 万円 22 万円 11 万円

配偶者が

70 歳以上
103 万円以下 38 万円 26 万円 13 万円

配偶者

特別控除

38 万円超

90 万円以下 

103 万円超

155 万円以下
33 万円 22 万円 11 万円

90 万円超

95 万円以下

155 万円超

160 万円以下
31 万円 21 万円 11 万円

95 万円超

100 万円以下

160 万円超

166 万 8,000 円未満
26 万円 18 万円 9 万円

100 万円超

105 万円以下

166 万 8,000 以上

175 万 2,000 円未満
21 万円 14 万円 7 万円

105 万円超

110 万円以下

175 万 2,000 円以上

183 万 2,000 円未満
16 万円 11 万円 6 万円

110 万円超

115 万円以下

183 万 2,000 円以上

190 万 4,000 円未満
11 万円 8 万円 4 万円

115 万円超

120 万円以下

190 万 4,000 円以上

197 万 2,000 円未満
6 万円 4 万円 2 万円

120 万円超

123 万円以下

197 万 2,000 円以上

201 万 6,000 千円未満
3 万円 2 万円 1 万円

123 万円超 201 万 6,000 千円以上 対象外 対象外 対象外

・納税義務者（扶養する人）の合計所得金額が 1,000 万円を超える場合は控除を受けることができません。

・夫と妻の両方が配偶者控除を受けることはできません。

・前年の 12 月 31 日 ( 前年中に亡くなった場合は亡くなった日 ) の現況で判断します。

・事業専従者や内縁の妻または夫は対象外です。

　今回の改正により、配偶者の合計所得金額が 90 万円 ( 給与収入のみで 155 万円 ) までは従来の 38 万円 ( 同

103 万円 ) 以下に抑えた場合と同じ控除額に据え置かれるメリットがありますが、合計所得金額が 28 万円を

超えた場合は配偶者自身に住民税が課税される場合があることに注意してください。

■平成31年度以降の配偶者控除額および配偶者特別控除額
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国
民
年
金

町住民生活課 TEL 096‒234‒1113（内線 104）

■
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

　
が
社
会
保
険
料
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
そ
の

年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
30

年
１
月
か
ら
12

月
ま
で
に
納
付
し
た
保

険
料
の
全
額
で
、
過
去
の
年
度
分
や
追

納
分
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
ご
自
身

の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
や
ご

家
族
の
負
担
す
べ
き
保
険
料
を
支
払
っ

て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ

て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
は
大
切

　
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

　

平
成
30

年
中
に
納
付
し
た
保
険
料
に

つ
い
て
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行

う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を

支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
30

年
１
月
１
日
か

ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
は
、
11

月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら

れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
提
出
の
際
に
は

必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
30

年
10

月
１
日
か
ら
12

月
31

日

ま
で
の
間
に
、
今
年
初
め
て
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
ご
照
会

は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ

れ
て
い
る
日
本
年
金
機
構
の
電
話
番
号

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
は
期
限
内
に
納
付
を

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金

は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な

ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な

る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

社 会 保 険 料 控 除 に は
控除証明書が必要です

詳しくは町住民生活課にお問い合わせください

国
民
健
康
保
険

町住民生活課 TEL 096‒234‒1113（内線 106）

■ 

国
民
健
康
保
険
と
は

　

国
民
健
康
保
険
と
は
、
加
入
者
の
収

入
に
応
じ
て
国
民
健
康
保
険
税
を
出
し

合
い
、
病
気
や
け
が
の
と
き
の
経
済
的

負
担
を
軽
く
し
、
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
国
保
税
と
国

な
ど
か
ら
の
補
助
な
ど
で
、
県
と
町
が

共
同
で
国
保
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
を
除
き
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を 

「
国
民
皆
保
険
制
度
」
と
い
い
ま
す
。

■
被
保
険
者
証
は
大
切
に

　

国
保
の
加
入
手
続
き
を
す
る
と
、
被

保
険
者
1

人
ひ
と
り
に
被
保
険
者
証
を

交
付
し
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
記
載
内
容
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

　

交
付
さ
れ
た
ら
記
載
内
容
を
必
ず
確

認
し
、
間
違
い
が
あ
る
場
合
は
自
分
で

訂
正
せ
ず
町
住
民
生
活
課
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

●
受
診
の
際
は
必
ず
準
備
く
だ
さ
い

　

医
師
に
か
か
る
と
き
は
、
必
ず
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。
被

保
険
者
証
を
提
示
し
な
い
と
、
掛
か
っ

た
医
療
費
の
10

割
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
必
ず
手
元
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

　

病
院
に
預
け
っ
放
し
に
す
る
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

●
他
人
と
貸
し
借
り
す
る
の
は
や
め
ま

　
し
ょ
う

　

他
人
に
貸
し
た
り
借
り
た
り
す
る
こ

と
は
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

●
紛
失
、
破
損
、
汚
損
の
場
合
は
再
交

　
付
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

　

町
住
民
生
活
課
で
再
交
付
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
と
印
か
ん
を
準
備
の
上
、
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
限
切
れ
の
被
保
険
者
証
は
返
却
し

　
ま
し
ょ
う

　

被
保
険
者
証
の
「
有
効
期
限
」
を
確

認
し
、
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
場
合
は
町

住
民
生
活
課
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

被保険者証（保険証）は
大 切 に し ま し ょ う

国 保 イ メ ー ジ キ ャ ラ ク タ ー の 川 﨑 宗 則 さ ん



Library

町生涯学習センター図書室からの11月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間
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�町生涯学習センター図書室

TEL096-234-2447（内線331）

1964年元旦、長崎の老舗料亭

でこの国の宝となる役者・立花

喜久雄は生まれた。この世なら

ざる美貌は人々を巻き込み、喜

久雄の人生を思わぬ域にまで連

れ出し、その頂点に登り詰めた

先に何が見えるのか…。人間国

宝にまでなる歌舞伎役者の濃密

な一代記を、鮮やかに生き生き

と描ききった、新聞連載時から

評判の読み応えのある１冊です。

朝日新聞出版

小説

新聞連載時から評判の大作

吉田 修一著 /『国宝 青春篇』

心あたたまる秋のものがたり

ペク・ヒナ作 長谷川 義史訳 /『あめだま』

雪平鍋ってこんなに便利！

飛騨 和緒著 /『雪平鍋で２品献立』

軽くて扱いやすい、洗うのも楽

チンで収納勝手がよい便利な雪

平鍋（ゆきひらなべ）。熱伝導率

もよくて、さまざまな調理法が

可能だから、下ごしらえから仕

上げまでどんどんできる。使う

雪平鍋は２サイズで、使いこな

すポイントも解説。主菜と副菜

のバランスのよい組合せでたっ

ぷり紹介してあるので、すぐに

役立つおすすめのレシピ集です。

東京書籍

教養娯楽

NHK 連続テレビ小説「まんぷ

く」のモデルとなった、日清食

品の創業者・安藤百福（ももふ

く）とその妻・仁子の波乱万丈

の逆転人生劇。本書は安藤百福

の人となりを中心に、仁子ら家

族とのエピソード、共に時代を

駆け抜けた友人・知人との交流

を、当時の写真や資料と一緒に

紹介。「諦めない」ことの大切

さを教えられる１冊です。

洋泉社

一般書

インスタントラーメンの父の逆転人生劇

洋泉社著 /『世界の食文化を変えた安藤百福』

ひとりで遊ぶ少年ドンドンは、

ある日、６つのあめだまを手に

いれる。部屋で１つ食べると

「リモコンがはさまって痛い！」

とソファーの声が聞こえてきた。

２つめは犬のグスリが話しはじ

めて…。登場人物の豊かな表情

や、ひとりぼっちのドンドンに

おとずれた心の変化にひきこま

れてしまう、心あたたまる秋の

ものがたりです。

ブロンズ新社

�����������

�����������

�����

��������������

��������������

���������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

�����

������

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

��������������

��������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

��������������

�����

��������������

�������������

��������������

���������������

児童書

私 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『ざんねんないきもの事典』（今泉 忠明監修）

池上 未来さん

〔緑町区〕

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

笑えてちょっとためになる生き物たち
の驚きの真実。思わずつっこみたくな
るいきもの122種類を紹介。動物たち
がより愛おしく感じるようになる事典。

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　図書室では、毎月第２木曜

日に「０歳児からのおはなし

会」を行っています。絵本の

読み聞かせや、手袋人形、わ

らべうたなど楽しい内容です。

　子育て中の保護者のみなさ

ん、おじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお気

軽にご参加ください。

■日時　11月８日（木）

　　　　午前10時30分

■会場　図書室おはなしのへや

Public Relations KOSA
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■平成30年度「上益城地区社
　会人権教育研究集会」開催

　９月28日 ( 金 ) 御船町で、上益城

地区社会人権教育研究集会が開催さ

れ、郡内の住民・社会教育団体・町

行政職員・教職員・企業関係者など

が参加しました。

　特別報告では「甲佐町の取組み」

が報告され、啓発映画では「家庭の

中の人権～生まれ来る子へ～」が上

映されました。映画は、家庭の中の

人権に目を向け私たちの身のまわり

にある人権問題をクローズアップし、

行動することの大切さを描いた作品

でした。

　また、和水町地域人権教育指導員

の緒方正雄さんが「自分らしく生き

るために～出会いの中で問われてき

たこと～」と題して講演しました。

　緒方さんは、「同和教育推進教員

を体験する中で、社会にある差別意

識をいつの間にかしっかりと身にま

とって生きてきた自分自身に気付く

ようになり、自分自身の問題だと考

えることができるようになった。人

権教育は、学ぶほど自分が見えてく

る。これからも、自分の中にある差

別意識を少しでもなくしていきた

い」と話されました。

Public Hall

町公民館からのお知らせと話題

Human Rights

人権 ～心豊かに暮らすために～

�����������������

��������������

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　

10

月
９
日
（
火
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
「
サ
テ
ラ
イ

ト
甲
佐
教
室
」（
全
３
回
）
の
第

１
回
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
教
育
委
員
会
と
共
催
講
座

で
、
「
い
い
眠
り
で
健
康
な
明

日
〜
起
き
て
る
時
の
一
工
夫
」

と
題
し
、
久
留
米
大
学
医
学
部

の
内
村
直
尚
教
授
が
講
演
。

　

現
代
人
の
生
活
は
、
身
体
よ

り
も
脳
を
使
う
こ
と
が
圧
倒
的

に
多
く
な
り
、
そ
の
疲
れ
や
ス

ト
レ
ス
は
睡
眠
に
よ
っ
て
解
放

さ
れ
る
な
ど
睡
眠
の
大
き
な
役

割
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
睡
眠
の
過
不
足
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
す
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
の
仕
組
み
、
適
切
な
睡
眠
時

間
な
ど
、
笑
い
を
交
え
な
が
ら

の
学
習
と
な
り
ま
し
た
。

　

60

代
の
参
加
者
は
、
「
睡
眠

の
大
切
さ
な
ど
聞
け
て
良
か
っ

た
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し

た
。

　

9

月
27

日
（
木
）
龍
野
福
祉

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
、
上
早

川
三
・
四
区
の
出
前
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
20

人
。

　

ま
ず
、
御
船
警
察
署
か
ら
最

近
被
害
が
増
加
し
て
い
る
振
り

込
め
詐
欺
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 　

次
に
、「
高
齢
者
の
交
通
講

話
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
警
ひ
ま

わ
り
隊
に
よ
る
道
路
横
断
体
験

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
渡
り
上

手
く
ん
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

最
初
は
簡
単
そ
う
に
見
え
ま
し

た
が
、
車
の
動
き
や
バ
イ
ク
な

ど
が
速
く
て
上
手
く
渡
れ
ず
何

回
も
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

横
断
す
る
際
に
は
、
ひ
と
呼

吸
、
左
右
の
安
全
確
認
、
生
活

道
路
と
交
差
す
る
道
路
で
の
注

意
、
反
射
材
を
着
用
す
る
な
ど

工
夫
す
る
点
も
学
習
し
ま
し
た
。

い
い
眠
り
で
健
康
に

町
民
大
学

高
齢
者
の
交
通
講
話

町
公
民
館
出
前
講
座

▲町生涯学習センターで開催

されたサテライト甲佐教室

▲横断シミュレーションを体験

する参加者

▲

町民大学のお知らせ

第２回講演会を開催します

●開催日時

　11月12日（月）

　午前10時～正午

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●演題

　いい運動で元気な明日

　～ちょっとの運動で大きな喜び～

●講師

　熊本保健科学大学リハビリテー

　ション学科

　山元 総勝　教授

※どなたでも参加できますので、

　多くの皆さんの参加をお待ちし

　ています。

▼

御
船
町
で
開
催
さ
れ
た
上
益
城

　

地
区
社
会
人
権
教
育
研
究
集
会

��������������

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）
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❖
町
で
は
「
い
き
い
き
百
歳
体 

　
操
」
を
推
奨
し
て
い
ま
す

　

年
を
と
る
と
、
体
力
や
筋
力
が
落
ち

て
介
護
が
必
要
に
な
る
の
は
仕
方
が
な

い
と
思
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
筋
肉
は
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
鍛

え
る
こ
と
で
筋
力
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
１
人
で
行
う
筋
力
ア
ッ
プ

の
体
操
も
、
何
人
か
で
公
民
館
な
ど
に

集
ま
っ
て
交
流
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち

で
楽
し
く
筋
力
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

　

町
で
は
介
護
予
防
拠
点
（
公
民
館
な

ど
）
で
行
う
運
動
と
し
て
「
い
き
い
き

百
歳
体
操
」
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

「
百
歳
体
操
」
は
、
お
も
り
バ
ン
ド

を
使
っ
た
筋
力
向
上
の
た
め
の
体
操
で

す
。
準
備
体
操
、
筋
力
運
動
、
整
理
体

操
か
ら
構
成
さ
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た

動
き
や
椅
子
に
座
っ
て
の
動
き
が
中
心

な
の
で
、
体
力
が
低
下
し
て
い
る
人
で

も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
準
備
体
操

①
深
呼
吸

②
肩
と
脇
腹
の
伸
ば
し

③
体
ね
じ
り

④
首
の
運
動

⑤
足
踏
み

⑥
股
関
節
の
運
動

⑦
膝
伸
ば
し
運
動

⑧
深
呼
吸

●
筋
力
運
動
（
お
も
り
バ
ン
ド
を
着
用
）

①
腕
を
前
に
上
げ
る
運
動

②
腕
を
横
に
上
げ
る
運
動

③
腕
の
曲
げ
伸
ば
し
運
動

④
椅
子
か
ら
の
立
ち
上
が
り
運
動

⑤
膝
を
伸
ば
す
運
動

⑥
脚
の
後
ろ
上
げ
運
動

⑦
脚
の
横
上
げ
運
動

●
整
理
体
操

①
肩
の
運
動

②
手
首
・
腕
の
ス
ト
レ
ッ
チ

③
太
も
も
の
裏
の
ス
ト
レ
ッ
チ

④
ふ
く
ら
は
ぎ
の
ス
ト
レ
ッ
チ

⑤
首
の
運
動

　

特
に
「
筋
力
運
動
」
で
は
、
０
㌔
㌘

か
ら
１
・
０
㌔
㌘
（
６
段
階
）
ま
で
調

整
可
能
な
お
も
り
バ
ン
ド
を
手
首
や
足

首
に
巻
き
付
け
、
ゆ
っ
く
り
と
手
足
を

動
か
し
ま
す
。

　

「
筋
力
運
動
」
は
、
週
に
２
回
程
度

が
い
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
回
運

動
し
て
か
ら
２
、
３
日
休
ん
で
筋
肉
の

疲
れ
を
と
る
こ
と
で
、
逆
に
筋
力
が
つ

き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
に
必
要
な

物
品
は
、
椅
子
（
背
も
た
れ
の
付
い
た

も
の
）
と
お
も
り
バ
ン
ド
、
そ
し
て
「
い

き
い
き
百
歳
体
操
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴

す
る
た
め
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
や
テ
レ
ビ
で

す
。
県
内
で
も
「
百
歳
体
操
」
の
利
用

促
進
を
行
っ
て
お
り
平
成
29

年
度
に
は

「
百
歳
体
操
」
の
「
く
ま
も
と
県
バ
ー

ジ
ョ
ン
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
制
作
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

町
内
で
の
「
百
歳
体
操
」
は
、
各
地

域
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
地
域
の
集
い
」

や
「
介
護
予
防
サ
テ
ラ
イ
ト
事
業
」
な

ど
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
体
操
に
参
加

さ
れ
た
方
か
ら
は
、
「
椅
子
か
ら
立
ち

上
が
る
の
が
楽
に
な
っ
た
」
「
足
が
上

が
る
よ
う
に
な
っ
て
、
つ
ま
ず
か
な
く

な
っ
た
」
な
ど
の
効
果
を
実
感
し
た
声

が
届
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
に
10

回
開
催
し
て
い
る
「
介

護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
で
も

毎
回
「
百
歳
体
操
」
の
実
施
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
百
歳
体
操
」
の
周
知
、
「
介
護
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
」
以
外
に
、「
百
歳
体
操
」

に
取
り
組
む
介
護
予
防
拠
点
の
立
ち
上

げ
や
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
に
つ
い
て

の
ご
相
談
は
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

い

き

い

き

百

歳

体

操

で

楽

し

く 
交

流

し

な

が

ら

介

護

予

防

を

Health

町総合保健福祉センターからのお知らせ

あ
ゆ
み
だ
よ
り

介護予防 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

町では、介護予防拠点で行う運動

として「いきいき百歳体操」を推

奨しています。おもりバンドを

使った筋力向上のための体操で、

体力が低下している人でも行うこ

とができます。楽しく交流しなが

ら筋力アップをしませんか。

古閑 裕子 保健師
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Smile

わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care

11月の子育て支援カレンダー

�����������������

���������������

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

11・12月の保健活動

����������������

� ������

　　11月15日（木）　午前９時

　　12月20日（木）　午前９時

� ������

　　11月15日（木）　午前10時10分

　　12月20日（木）　午前10時

� ��������

　　12月14日（金）　午前９時30分

� ��������

　　11月13日（火）　午後１時

� ������������

　　12月21日（金）　午前９時30分

� �����

　　11月13日（火）　午後１時20分

�甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

２日（金） ままごと遊び

３日（土）
竜野保育園運動会

（未就園児の競技があります）

５日（月） 戸外遊び

７日（水） 風船遊び

９日（金） おやつ作り（いきなり団子）

12日（月） お絵かき遊び

14日（水） お誕生会（予定）（要予約）

16日（金） ボール遊び

19日（月） 小麦粉粘土遊び

21日（水） お散歩

26日（月） 積み木遊び

28日（水） 園内散歩

30日（金） クリスマスリース作り

 育児相談（電話・面接）

 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育

 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

�甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�竜野保育園 TEL096-234-0519

３日（土） 運動会

14日（水） お誕生会（予定）

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

　

佐藤 恭
きょうしろう

志朗 くん（１歳）

 父・純 さん　母・貴久子 さん

　（芝原区）

　　笑顔いっぱい

　　　　明るく育ってね！

　

藤本 悠
ゆ り な

凜愛 ちゃん（11か月）

 父・賢太 さん　母・知恵美 さん

　（有安区）

　　　元気にすくすく

　　　　育ってね♡♡♡

　

山田 千
ち さ の

紗乃 ちゃん（１歳）

 父・泰平 さん　母・梨奈 さん

　（和田内区）

お兄ちゃん、お姉ちゃんと３人で

　仲良く元気に大きくなってネ !!
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本町への進出企業のご紹介

  

　甲佐町フィットネスセンターは、

平成29年４月に開所し延べ14,058人

が来場、これまでに789人の方が利

用者登録しご利用いただいています。

　当施設には、腹筋や背筋、上半

身・下半身

を鍛えるト

レーニング

マシンのほ

か、ランニ

ングマシン

４台やエア

ロバイク５

台を設置。

ダンベルやバランスボールなどもご

利用いただけます。また、体幹ト

レーニングやエアロビクスといった

ハードトレーニングからストレッチ

やヨガなどのソフトトレーニングを

集団プログラムとして行っています。

　トレーニングは、運動指導士や各

認定を受けたトレーナーが行います。

　今後このコーナーでは、トレーニ

ングマシンや集団プログラムについ

て紹介していきます。フィットネス

センターは、見学もできますので、

気軽にお越しください。スタッフ一

同お待ちしています。

Enterprise

甲佐町進出企業協議会だより

Fitness Center

甲佐町フィットネスセンター

那須 賢志さん

〔健康運動指導士〕

今月の講師

●お問い合わせ先

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

甲 佐 町 に 在 住・ 勤 務 さ れ て い る 皆 さ ん
フ ィ ッ ト ネ ス セ ン タ ー は ご 存 知 で す か？

▲「ストレッチ教室」などのさまざまな

集団プログラムを開催しています

ストレッチ教室

��������

�甲佐町進出企業協議会

　（事務局・町地域振興課内）

�TEL096-234-1154（内線234）

■
企
業
活
動
を
通
し
て
社
会 

　

貢
献
、
働
く
人
を
幸
せ
に

　

昭
和
46

年
、
九
州
岡
野
電
線

㈱
（
当
時
）
と
し
て
設
立
さ
れ

た
九
州
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ケ
ー
ブ

ル
㈱
は
、
主
に
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ

ル
、
ロ
ボ
ッ
ト
用
ケ
ー
ブ
ル
な

ど
の
通
信
ケ
ー
ブ
ル
を
製
造
、

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
全
・
品
質
・
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
遵
守
を
最
優
先
と
し
、

社
員
の
知
識
・
技
術
を
高
め
る

た
め
の
研
修
を
し
た
り
、
新
製

品
の
製
造
や
安
全
性
を
確
保
す

る
事
を
目
的
と
し
た
設
備
投
資

を
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

甲
佐
町
に
進
出
し
て
約
50

年

が
経
ち
、
次
の
50

年
先
を
見
す

え
て
、
モ
ノ
づ
く
り
を
通
し
て

社
会
貢
献
を
目
指
さ
れ
て
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
社

会
科
見
学
の
受
け
入
れ
も
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

宮嶋 幸男
代表取締役社長

通信ケーブル類の製造および販売事業を拡大

製造課

本山 敬祐さん

楽 し く て 働 き
や す い 職 場 で す

モノを造る仕事に興味があり、

平成26年４月に入社しました。

分からない事だらけでしたが、

優しい先輩ばかりですぐに慣

れる事ができました。おかげ

で和気あいあいと楽しく仕事

ができています。これからも

自分の知識を磨き、モノづく

りを追求していきたいです。

平成29年６月、古

河電気工業（株）

から出向し、代表

取締役社長に就任

しました。通信分

野でのモノづくり

を通して、社会貢

献を目指します。

事業所概要
■所在地　甲佐町大字早川2001番地
■従業員　87人
■電話番号　096-234-1180
■ＵＲＬ　http://www.knc-co.jp/

九州ネットワークケーブル（株）
古河電工グループ
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　今年９月、仁田子の旧西村民俗資

料館の屋根改修工事が完了しました。

12月からは、同館を改修するため

のワークショップを開催します。

　町では、空き家などの地域資源の

有効活用を通して、移住・定住の促

進や交流人口の増加を図り、地域の

活性化につなげていくため、さまざ

まな事業に取り組んでいます。その

１つとして、本町の魅力を集めた交

流拠点施設を整備するため、旧西村

民俗資料館地活用事業として実施し

ているものです。

　旧西村邸は、町の民俗資料館とし

て利用していましたが、一昨年の熊

本地震で被災しました。昨年度「甲

佐町古民家こうさてんプロジェク

ト」と題してワークショップ９回を

開催し、同館を利活用するアイデア

を企画し改修に着手しました。

　施設にはカフェやワークショップ

などが開催可能なスペースを整備し、

宿泊施設を備える予定です。2020

年度に施設のオープンを目指してい

ます。

Town Development

甲佐町まちづくり協議会

Traditional house Renovation

古民家再生

��������

　甲佐町まちづくり協議会

　（事務局・町地域振興課内）

　TEL096-234-1154（内線235）

■
「
食
」
と
「
自
然
」
を
活

　

か
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

　

今
年
６
月
に
発
足
し
た
甲
佐

町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
大
滝

祐
輔
代
表
理
事
）
で
は
、
地
域

の
古
民
家
や
豊
か
な
「
食
」
と

「
自
然
」
を
活
用
し
た
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
緑
川
な
ど
の
自
然
を

活
用
し
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
や
、

農

業

と

連

携

し

た

宿

泊

メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

８
月
19

日
（
日
）
安
津
橋
健

康
広
場
「
グ
リ
ー
ン
パ
ル
甲

佐
」
の
緑
川
河
川
敷
で
、
同
協

議
会
の
会
員
な
ど
が
参
加
し
、

Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
サ
ッ
プ
）
を
体
験
し

ま
し
た
。

■
緑
川
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

　

ツ
「
Ｓ
Ｕ
Ｐ
」
に
挑
戦

　

Ｓ
Ｕ
Ｐ
と
は
、
川
や
海
で
遊

べ
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
。

浮
か
ん
だ
ボ
ー
ド
に
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
な
が
ら
立
ち
、
パ
ド
ル

を
使
っ
て
漕
い
で
進
み
ま
す
。

　

御
船
町
で
今
年

度
か
ら
サ
ッ
プ
の

体
験
を
行
っ
て
い

る
「
フ
ァ
ン
ア
ー

ス
」
の
主
催
・
廣

瀬
哲
也
さ
ん
を
講

師
に
、
体
験
教
室

の
運
営
方
法
や
パ

ド
ル
の
漕
ぎ
か
た

を
教
わ
っ
た
後
、

実
際
に
体
験
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
反
省
点

な
ど
を
参
考
に
、

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

▲緑川で、子どもから大人まで遊べる「SUP」を体験

��������

　町地域振興課

　TEL096-234-1154（内線235）

SUP（サップ）は、難し

い技術は必要なく、初心

者でも少し教わればすぐ

に実施できるお手軽な

ウォータースポーツです。

この体験メニューを甲佐

町の緑川でできるように、

準備を始めています。子

どもから大人まで安全に

遊べるアクティビティを

目指していきます。今後

にご期待ください。

旧 西 村 民 俗 資 料 館 の
屋根改修工事が完了しました

▲改修工事前の旧西村民俗資料館

緑川などの自然を活用した

体験メニュー開発中です！

甲佐駐在所甲佐駐在所

甲佐町立甲佐小甲佐町立甲佐小

熊本県立甲佐高熊本県立甲佐高

甲佐町役場甲佐町役場旧西村民俗資料館旧西村民俗資料館

甲佐町総合保健
福祉センター
甲佐町総合保健
福祉センター

443

緑
川

子

ど

も

か

ら

大

人

ま

で

遊

べ

る

ア

ク

テ

ィ

ビ

テ

ィ

を

まちづくり協議会

藤井 将志さん
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755

●町民センター

　 TEL096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL096-282-1955

●御船警察署

　 TEL096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016

●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa.

　 kumamoto.jp/
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12
月
４
日
（
火
）
〜
10
日
（
月
）

は

人

権

週

間

で

す

　

国
で
は
、
現
在
も
な
お
部
落
差
別

が
存
在
す
る
と
し
て
、
部
落
差
別
の

な
い
社
会
の
実
現
を
目
的
と
す
る

「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
に
お
い
て
も
、
結
婚
・

就
職
に
際
し
て
の
身
元
調
査
を
禁
止

す
る
「
熊
本
県
部
落
差
別
事
象
の
発

生
の
防
止
及
び
調
査
の
規
制
に
関
す

る
条
例
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
人
権
同
和
政
策
課

　

TEL
０
9
６
‐
３
３
３
‐
２
２
９
９

消

費

生

活

相

談

室

窓

口

を

開

設

し

て

ま

す

　

町
で
は
、
郡
内
4

町
と
連
携
し

て
、
消
費
生
活
相
談
室
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
相
談
室
で
は
、
訪
問
販
売

や
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
消
費
者
問
題
を
専
門
の

相
談
員
が
対
応
さ
れ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

本
町
で
の
開
設
は
毎
週
木
曜
日

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
木
曜
日
以

外
で
も
郡
内
の
４
町
で
相
談
で
き

ま
す
。

▼
開
設
時
間

　

午
前
9

時
〜
午
後
４
時

▼
開
設
曜
日
・
会
場

●
月
曜
日

　

益
城
町
役
場
（
新
仮
庁
舎
）
別

　

館
１
階
消
費
生
活
相
談
室

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
６
‐
３
２
１
０

●
火
曜
日

　

御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階
小
会

　

議
室

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
２
２
６

●
水
曜
日

　

嘉
島
町
役
場
庁
舎
内
相
談
室

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
７
‐
１
１
１
２

●
木
曜
日

　

老
人
い
こ
い
の
家
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
室
（
甲
佐
町
岩
下
24

番
地
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
２
２
３

●
金
曜
日

　

山
都
町
役
場
１
階
相
談
室

　

TEL
０
９
６
7
‐
７
２
‐
３
１
３
３

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　

（
内
線
１
４
4
）

児

童

虐

待

は

社

会

全

体

で

解

決

す

べ

き

問

題

で

す

　

11

月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。

　

児
童
虐
待
に
は
、
身
体
的
虐
待

（
な
ぐ
る
、
蹴
る
、
激
し
く
揺
さ

ぶ
る
な
ど
）
、
性
的
虐
待
（
子
ど

も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為
を

見
せ
る
な
ど
）
、
ネ
グ
レ
ク
ト

（
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与

え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
な

ど
）
、
心
理
的
虐
待
（
言
葉
に
よ

る
脅
し
、
無
視
、
兄
弟
間
で
の
差

別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で

家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
止
ま
な
い
と
、

い
ら
い
ら
し
て
し
ま
う
こ
と
は
誰

に
で
も
起
こ
り
得
ま
す
。
し
か
し
、

泣
き
止
ま
な
い
か
ら
と
い
っ
て
激

し
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
と
、
見
た
目

に
は
分
か
り
に
く
い
で
す
が
、
頭

（
脳
や
網
膜
）
に
損
傷
を
受
け
、

重
い
障
害
が
残
っ
た
り
、
命
を
落

と
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
泣
き
や
ま
な
い
時

は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
安
全
な
場
所
に

寝
か
せ
、
そ
の
場
を
少
し
の
間
で

も
離
れ
、
ま
ず
自
分
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
が
い
た
り
、
ご
自
身
が
出
産

や
子
育
て
に
悩
ん
だ
り
し
た
ら
、

児
童
相
談
所
や
市
町
村
の
窓
口
へ

連
絡
・
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　
　

（
内
線
１
４
６
）

日 曜 当 番 医

��� ��� ����

����� � � � � TEL������������

������ � � � � � TEL������������

������ � � � � TEL������������

������ ��������� TEL������������

doctor

町税などの滞納処分（９月分）

��� �������

� � ��

� � � � � � � ��

� � � � ��

� �� � � � � ��������

tax
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・
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
5
‐
８
７
１
１

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ

　

イ
ヤ
ル

　

TEL
１
８
４
（
い
ち
は
や
く
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
は

11
月
９
日
（
金
）
〜
15
日
（
木
）

　

火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
期
間

　

11

月
9

日
（
金
）
〜
15

日
（
木
）

▼
防
災
標
語

　

忘
れ
て
な
い
？ 

サ
イ
フ
に
ス

マ
ホ
に
火
の
確
認

▼
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

　

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

　

る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

▼
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
報
知
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

　

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

　

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　

協
力
体
制
を
作
る
。

※
家
庭
や
職
場
、
地
域
ぐ
る
み
で

　

火
の
用
心
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
９
６
３

熊
本
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー

プ

レ

ー

ト

交

付

開

始
！

　

く
ま
モ
ン
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
熊

本
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

が
、
10
月
1
日
（
月
）
か
ら
交
付
さ

れ
て
い
ま
す
。
図
柄
ナ
ン
バ
ー
申
し

込
み
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
問
い

合
わ
せ
先
の
窓
口
か
ら
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

▼
交
付
手
数
料

・
中
板
（
軽
自
動
車
含
む
）

　

８
，
４
０
０
円

・
大
板
（
大
型
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
）

　

１
２
，
５
０
０
円

※
フ
ル
カ
ラ
ー
希
望
の
場
合
は
、

　

１
，
０
０
０
円
以
上
の
寄
付
が

　

必
要
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
運
輸
支
局

　

TEL
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
８
６

・
軽
自
動
車
検
査
協
会
熊
本
事
務
所

　

TEL
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
１
７
５
８

交 通 事 故 件 数

���
����

�� ���

���� � ��

���� �� ���

���� � �

９月30日現在

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

��� ���� ����

� � � ����

� � � ���

� � � � ����

���� � ����

10月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

まさかこんな所に ?というのが

正直な気持ちです。

板碑（いたび）は、主に供養塔

（くようとう）として用いられた石

碑の一種です。その形態的な特徴

は「上部を三角に切り、その下に

梵字（ぼんじ）または仏像を表し、

左右の下方に供養者（くようしゃ）、

造立年月日、趣旨などを刻したも

の」です。

私がこれまで見てきた板碑の大

半は、村の入口や小高い丘に建て

られているものばかりでした。し

かし、今回見つかった板碑は、個

人の家の庭から見つかりました。

現地調査を指導していただいた

前川清一氏（県文化財保護審議会

委員）によれば、「芝原の板碑は

砂岩でできており、板碑下部を欠

損し、やや左側に傾いて置かれて

います。このような形状の板碑は、

熊本県では 15世紀後半から出現

し、16世紀前半に集中的に建立さ

れており、今回の板碑は 16 世紀

半ばの建立とみられます。板碑に

は夫婦とみられる男女の戒名が彫

られており、生前供養がされたの

ではないかと考えられます」との

ことでした。

当時は、死が常につきまとい、

神や仏が身近な存在であったとし

ても、夫婦でこのような板碑を建

立できたのは、ある程度の地位に

あるか、財力があったからではな

いだろうか、と考えるのは早計（そ

うけい）でしょうか。

甲佐町の文化財探訪　
～第 62 回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

▼

芝
原
区
に
建
立
さ
れ
て
い
る
板
碑

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「芝原の板碑（いたび）」 石坂 妙 町文化財保護委員（吉田区）

      environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（９月分）

��� ��� ���� ����

� � � � ������� ������� �������

� � � � ������ ������ �����

� � � � ����� ������ ������

� � ������� ������� �������

※単位・㌔ 
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ｉ

�

�

�

�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
有
効
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、

流
行
前
の
10

月
〜
12

月
中
旬
ま
で

に
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
年
も
、
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用

を
次
の
と
お
り
一
部
助
成
し
ま
す
。

　

定
期
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

町
内
の
接
種
実
施
医
療
機
関
へ
直

接
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

　

合
は
、
事
前
手
続
き
が
必
要
で
す

　

の
で
、
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
対
象
者

　

本
町
に
住
民
票
を
有
す
る
次
の

方
（
本
人
が
接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
ま
た
は
本
人
の
接
種
希
望
が
確

認
で
き
る
方
）

①
満
65

歳
以
上
の
方
（
接
種
時
に

　

65

歳
以
上
に
な
っ
て
い
る
方
）

②
満
60

歳
か
ら
65

歳
未
満
の
方
で

　

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能

　

お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

　

ス
に
よ
り
免
疫
機
能
に
障
害
を

　

有
す
る
「
身
体
障
害
者
手
帳
1

　

級
」
相
当
の
方
（
詳
し
く
は
、

　

か
か
り
つ
け
医
師
に
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
）

▼
接
種
期
限

　

12

月
28

日
（
金
）

▼
接
種
回
数

　

1

人
に
つ
き
１
回

▼
接
種
料
金

・
町
内
の
接
種
実
施
医
療
機
関

　

２
，
０
０
０
円

・
町
外
の
契
約
医
療
機
関

　

２
，
２
０
０
円

▼
町
内
の
接
種
実
施
医
療
機
関

・
荒
瀬
病
院

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
１

・
谷
田
病
院

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
２
４
８

・
小
屋
迫
医
院

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
６
５

・
桃
崎
整
形
外
科

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
１
１
１

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
5
‐
８
７
１
１

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

　

今
年
も
、
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
を
次
の

と
お
り
一
部
助
成
し
ま
す
。

　

平
成
31

年
3

月
31

日
（
日
）
ま

で
の
接
種
期
間
中
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

定
期
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

町
内
の
接
種
実
施
医
療
機
関
な
ど

で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

　

合
は
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
対
象
者

　

本
町
に
住
民
票
を
有
す
る
対
象
年

齢
の
方

●
対
象
年
齢
（
対
象
生
年
月
日
）

・
65
歳
（
昭
和
28
年
4
月
2
日
〜
昭

　

和
29
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
）

・
70
歳
（
昭
和
23
年
4
月
2
日
〜
昭

　

和
24
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
）

・
75
歳
（
昭
和
18
年
4
月
2
日
〜
昭

　

和
19
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
）

・
80
歳
（
昭
和
13
年
4
月
2
日
〜
昭

　

和
14
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
）

・
85
歳
（
昭
和
8
年
4
月
2
日
〜
昭

　

和
9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
）

・
90
歳
（
昭
和
3
年
4
月
2
日
〜
昭

　

和
4
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
）

・
95
歳
（
大
正
12
年
4
月
2
日
〜
大

　

正
13
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
）

・
１
０
０
歳
（
大
正
７
年
４
月
２
日

　

〜
大
正
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

▼
接
種
回
数

　

1

人
に
つ
き
１
回

▼
接
種
料
金

・
町
内
の
接
種
実
施
医
療
機
関

　

４
，
０
０
０
円

・
町
外
の
契
約
医
療
機
関

　

４
，
２
０
０
円

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
5
‐
８
７
１
１

必

ず

チ

ェ

ッ

ク

熊

本

県

最

低

賃

金

　

熊
本
県
の
最
低
賃
金
が
10

月
１

第43回　熊本甲佐10マイル公認ロードレース大会　12月２日（日）開催

■12月２日（日）スタート

　10マイル（約16.09㌔）のタイ

ムを競う甲佐10マイル公認ロード

レースは、有力実業団からトップ

ランナーが多数出場する日本有数

の10マイルロードレースです。

　町生涯学習センター周辺をス

タート・ゴールとし、冬の甲佐を

舞台に競技者たちがデットヒート

を繰り広げます。

■種目（スタート時間）

・午前10時35分

　中学男子５㌔の部

・午前10時37分

　女子５㌔の部

・午前11時20分

　10マイル国際競技者の部

　10マイル一般競技者の部

・午前11時25分

　高校男子10㌔の部

■主な招待選手（敬称略）

村山謙太（旭化成）、大津顕杜（ト

ヨタ自動車九州）、久保田和真（九

電工）、塩尻和也（順天堂大学）、

藤本拓（トヨタ自動車）

■お問い合わせ

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447▲前回大会で優勝した設楽悠太競技者

Sports
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日
（
月
）
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ

て
の
事
業
所
、
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
熊
本
県
最
低
賃
金

　

時
間
額
７
６
２
円

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部

　

TEL
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

ｅ

�

�

平
成
30
年
度
産
業
文
化
祭
を

11

月

11

日
（

日

）

開

催

　

平
成
30

年
度
産
業
文
化
祭
を
11

月
11

日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

11

月
11

日
（
日
）
午
前
9

時
〜

午
後
4

時
40

分

▼
開
催
場
所

　

町
役
場
北
側
駐
車
場
、
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

●
農
業
祭

　

ミ
カ
ン
の
つ
か
み
取
り
、
本
町

　

産
の
農
業
物
の
即
売
会
、
搾
り

　

た
て
牛
乳
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
な

　

ど
●
商
工
祭

　

ニ
ラ
飛
ば
し
大
会
、
も
ち
投
げ
、

　

本
町
特
産
の
ニ
ラ
を
使
用
し
た

　

１
０
０
０
人
鍋
な
ど

●
文
化
祭

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
ス

　

テ
ー
ジ
発
表
、
文
芸
術
作
品
展

　

示
お
よ
び
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

●
そ
の
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト

　

上
益
城
消
防
署
に
よ
る
救
命
救

　

急
講
習
や
乗
車
体
験
、
県
警
に

　

よ
る
交
通
安
全
指
導
な
ど

※
わ
か
あ
ゆ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
11

　

月
10

日
（
土
）
午
後
１
時
30

分

　

か
ら
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

　

開
催
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
佐
町
産
業
文
化
祭
実
行
委
員

　

会
事
務
局

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
7
６

　

（
内
線
１
５
３
）

お

金

の

悩

み

無

料

相

談

会

　

借
金
問
題
な
ど
多
重
債
務
で
お

悩
み
の
方
の
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
員
や
弁
護
士
、
司

法
書
士
が
お
話
を
伺
い
ま
す
。
専

門
家
に
相
談
す
る
こ
と
が
解
決
へ

の
早
道
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

当
日
は
事
業
者
向
け
の
相
談
や

臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　

11

月
25

日
（
日
）
午
後
1

時
〜

午
後
4

時
40

分

※
受
付
時
間
は
午
後
12

時
30

分
〜

　

午
後
3

時
30

分
で
す
。

▼
会
場

　

嘉
島
町
民
会
館

▼
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

平成30年度環境教育啓発作品コンクール入賞者

Event

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

��������

�� TEL�������������������

▶����������

������������

・佐藤　正泉様　熊本市　

・安松　英夫様　鹿児島県

・白鳥佳織里様　埼玉県

・岡村　智和様　北海道

・岩永　博美様　栃木県

・村井　雅明様　大阪府

　　　　　　　ほか43名様

▶������������

　　３，９８３，０００円

　（９月30日現在）

�����������
�����������
�����������
������������

▶������� TEL ������������

▶���������

������������

����������������������������

���������������������������

�����������

URL

「ニラでスープ」こうさんもん No. ８

����������

「ボシドラ焼き」こうさんもん No. ７

����������������

▶��������� TEL ������������

■みどり川の絵コンクールの部
特選
　（小学１年生の部）
　　伊佐 真愛斗（甲佐小）
　（小学２年生の部）
　　藤本 莉菜（白旗小）
　（小学３年生の部）
　　柴田 涼成（白旗小）
■環境俳句コンテストの部
特選
　（小学４年生の部）
　　根岸 瑛菜（龍野小）
　（小学５年生の部）
　　島田 椛（甲佐小）
　（小学６年生の部）
　　垣田 陽南（龍野小）
■故郷をテーマにしたフォトコンテスト
　（中学校の部）
金賞　渡邊 夕己（甲佐中）

▲

み
ど
り
川
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

■お問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447
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ｅ

開

催

災
害
時
の
食
を
考
え
る
研
修
会

を

12
月

５

日
（

水

）

開

催

　

県
で
は
、
災
害
時
の
食
の
重
要
性

に
つ
い
て
考
え
、
食
の
備
え
の
基
本

的
知
識
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
次

の
と
お
り
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

12

月
5

日
（
水
）
午
後
1

時
30

分
〜
午
後
３
時
20

分

▼
会
場

　

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

▼
講
演

・
演
題
「
災
害
時
に
お
け
る
食
事

　

の
重
要
性
と
備
え
の
ポ
イ
ン
ト
」

・
講
師　

公
益
社
団
法
人
日
本
栄

　

養
士
会
常
務
理
事
下
浦
佳
之
氏

▼
申
し
込
み
期
限

　

11

月
22

日
（
木
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
御
船
保
健
所
保
健
予
防
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
０
０
１
６

平

成

30
年

分

給

与

所

得

の

年

末

調

整

説

明

会

を

開

催

　

12

月
は
給
与
な
ど
に
係
る
源
泉

所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で
す
。

熊
本
国
税
局
で
は
年
末
調
整
説
明

会
を
行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
・
開
催
日
時

●
熊
本
西
税
務
署
管
内
の
源
泉
徴
収

　

義
務
者

　

11
月
19
日
（
月
）
①
午
前
10
時
〜

正
午
、
②
午
後
2
時
〜
午
後
４
時
、

11
月
20
日
（
火
）
①
午
前
10
時
〜
正

午●
熊
本
東
税
務
署
管
内
の
源
泉
徴
収

　

義
務
者

　

11
月
20
日
（
火
）
②
午
後
2
時
〜

午
後
４
時

▼
会
場

　

県
立
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

※
駐
車
可
能
台
数
が
限
ら
れ
て
い
る

　

た
め
、
公
共
交
通
機
関
で
の
来
場

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
税
務
署

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
９
‐
５
５
６
６

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ア
ジ
ア
選

手

権

が

熊

本

で

開

催

　

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ア
ジ
ア
選
手

権
が
熊
本
県
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
の
ア
ジ
ア
競
技
大
会
で
３

位
だ
っ
た
日
本
代
表
。
一
緒
に
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

▼
開
催
期
間

　

11

月
30

日
（
金
）
〜
12

月
9

日

（
日
）

▼
試
合
会
場

　

県
立
総
合
体
育
館
、
八
代
市
総
合

体
育
館
、
山
鹿
市
総
合
体
育
館

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進

　

事
務
局

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
５
８
３

菊

池

地

域

で

ス

タ

ン

プ

ラ

リ

ー

を

開

催

　

県
で
は
、
菊
池
地
域
の
直
売
所
11

か
所
お
よ
び
５
観
光
施
設
を
対
象
と

し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

直
売
所
で
は
５
０
０
円
（
税
込
）

以
上
の
お
買
い
上
げ
で
ス
タ
ン
プ
1

個
、
観
光
施
設
は
施
設
入
場
で
ス
タ

ン
プ
１
個
が
も
ら
え
ま
す
。
集
め
た

ス
タ
ン
プ
数
に
応
じ
て
、
農
畜
産
物

な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切

　

平
成
31
年
1
月
31
日
（
木
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
北
広
域
本
部
農
業
普
及
・
振
興
課

　

TEL
０
９
６
８
‐
２
５
‐
４
２
７
３

「
水
俣
Ｓ
Ｕ
Ｐ 

Ｂ
Ａ
Ｙ
！
」
を

11

月

11

日
（

日

）

開

催

　

水
俣
市
の
風
光
明
媚
な
温
泉
街
そ

ば
の
海
水
浴
場
で
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス
タ

ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
）
の
体

験
会
お
よ
び
有
名
選
手
を
招
待
し
て

の
レ
ー
ス
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
た
な
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｕ
Ｐ
に
乗
っ
て
、

海
上
散
歩
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　

11

月
11

日
（
日
）
午
前
９
時
〜

午
後
３
時

▼
開
催
場
所

　

水
俣
市
湯
の
児
海
水
浴
場

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
芦
北
地
域
振
興
局
総
務
振
興
課

　

TEL
０
９
６
6
‐
８
２
‐
４
４
４
５

熊
本
県
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア 

を

11
月

20
日
（

火

）

開

催

　

熊
本
を
代
表
す
る
約
20
社
の
企
業

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
事
業
内
容

や
お
仕
事
の
内
容
を
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

書
類
選
考
な
し
で
企
業
の
担
当
者

と
お
話
し
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

就
職
・
転
職
を
考
え
て
い
る
方

（
年
齢
・
経
験
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
費
無
料
・
履
歴
書
不
要
・
服
装

自
由
）

▼
開
催
日
時

　

11

月
20

日
（
火
）
午
後
1

時
〜

午
後
4

時
（
12

時
30

分
受
付
開

始
）

▼
開
催
場
所

　

ホ
テ
ル
日
航
熊
本
５
階

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
あ
て
る
プ
ラ
ス

　

TEL
０
９
６
‐
３
１
２
‐
４
６
１
０

ｒ

募
集

平
成
30
年
度
高
等
工
科
学
校

生

徒

を

募

集

し

ま

す

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部
で

は
、
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

バレーボール ＆ ソフトバレーボール大会結果

Sports

●主催・甲佐町バレーボール協会

　（芦原博幸会長）

●期日・８月 29 日（水）

●会場・甲佐小学校体育館

▲

優
勝
し
た
豊
内
・
岩
下

　
チ
ー
ム

・優勝　豊内・岩下

▲

優
勝
し
た
あ
ゆ
の
里
Ａ

　
チ
ー
ム

・優勝　あゆの里Ａ

・準優勝　岩下

■第15回町内バレーボール大会 ■第22回ソフトバレーボール大会

●主催・甲佐町バレーボール協会

　（芦原博幸会長）

●期日・８月９日（木）

●会場・甲佐小学校体育館
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生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
項
目
お
よ
び
資
格

・
推
薦　

　

男
子
で
中
卒
（
見
込
み
を
含

　

む
）
17

歳
未
満
の
成
績
優
秀
か

　

つ
生
徒
会
活
動
な
ど
に
顕
著
な

　

実
績
を
修
め
学
校
長
が
推
薦
で

　

き
る
者

・
一
般　

　

男
子
で
中
卒
（
見
込
み
を
含

　

む
）
17

歳
未
満
の
者

▼
受
験
申
込
受
付
期
限

・
推
薦　

　

11

月
30

日
（
金
）

・
一
般　

　

平
成
31

年
1

月
7

日
（
月
）

▼
試
験
日

・
推
薦　

　

平
成
31

年
1

月
5

日
（
土
）
〜

　

7

日
（
月
）

・
一
般　

　

１
次　

平
成
31

年
1

月
19

日

　

（
土
）

　

2

次　

平
成
31

年
２
月
１
日

　

（
金
）
〜
４
日
（
月
）

※
試
験
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

宇
城
募
集
案
内
所

　

TEL
０
９
６
４
‐
２
３
‐
２
０
４
７

平
成
31
年
度
看
護
高
等
専
修
学

校

生

徒

を

募

集

し

ま

す

　

宇
城
看
護
高
等
専
修
学
校
で
は
、

平
成
31

年
度
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

中
学
生
以
上
（
平
成
31

年
３
月

中
学
・
高
校
卒
業
見
込
み
の
者
を

含
む
）

▼
願
書
受
付
期
間

　

12

月
3

日
（
月
）
〜
25

日
（
火
）

▼
受
験
料

　

１
５
，
０
０
０
円

▼
試
験
期
日

　

平
成
31

年
１
月
12

日
（
土
）

▼
修
業
年
限

　

２
か
年

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

宇
城
看
護
高
等
専
修
学
校

　

TEL
０
９
６
４
‐
３
３
‐
７
４
７
４

障
害
の
あ
る
方
の
職
業
訓
練
生

を

募

集

し

ま

す

　

県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
障

が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
職

業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の

期
間
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
講
対
象
者

　

身
体
（
視
覚
・
聴
覚
・
上
肢
・

下
肢
・
内
部
）
、
知
的
、
精
神
、

発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

▼
定
員

　

10

人

▼
内
容

　

実
務
と
し
て
の
パ
ソ
コ
ン
操
作

に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
習
得
し

ま
す
。

▼
募
集
期
限

　

11

月
30

日
（
金
）

▼
訓
練
期
間

　

平
成
31

年
1

月
8

日
（
火
）
〜

3

月
19

日
（
火
）

▼
経
費

　

テ
キ
ス
ト
代
5

，
８
３
２
円

（
税
込
み
）
程
度

▼
訓
練
場
所

　

有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

　

（
熊
本
市
中
央
区
紺
屋
今
町
１
‐
５
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

県
立
高
等
技
術
専
門
校

　

TEL
０
９
６
‐
２
９
７
‐
９
９
１
５

ｃ

�
�
�
�
�

万

引

き

を

し

な

い
！

さ
せ
な
い
！
見
逃
さ
な
い
！

　

「
た
か
だ
か
万
引
き
」
と
軽
く
考

え
て
い
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
万
引
き
は
犯
罪
で
す
。
万
引
き

を
し
て
し
ま
っ
た
後
で
は
、
代
金
を

支
払
っ
て
も
品
物
を
返
し
て
も
罪
は

消
え
ま
せ
ん
。「
万
引
き
し
た
物
を

も
ら
う
行
為
」「
万
引
き
を
さ
せ
る

行
為
」
も
犯
罪
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

　

（
内
線
２
６
１
）

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～11月～

 Event

�産業文化祭作品展

　期　間　　11月10日（土）～ 26日（月）

　展示内容　書道、水墨画、水彩画、絵画

　主　催　　甲佐町文化協会

��������　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▼

文
化
祭
作
品
を
展
示
し
ま
す

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツクラブ」

��������������

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　������

����������������

●少年柔道

������������

��������������

●卓球

��������������

����������������

●サッカー教室

���������

��������������

���������

����� ���������

●バスケットボール教室

　������

��������������

●ジュニアバスケット教室

　������

��������������

●ノルディックウォーキング

　教室

  ������

��������������

●トランポリン教室

　�������������

���������������

●女子サッカー教室

���������

����������������

■お問い合わせ先

��������������������

���������������

� TEL�������������������

ノルディックウォーキング教室

ノルディックウォーキング教室のみなさん

明るく元気にノルディックウォーキング！



　

﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

「
美
衣
ち
ゃ
ん
」
と
呼
べ
ば
子
猫
は
走
り
寄
り
今

一
番
の
癒
し
を
く
れ
る 

緒
方　

明
美

豊
饒
の
畦
を
彩
る
彼
岸
花
草
刈
り
の
跡
に
残
さ
れ

て
咲
く 

塚
原　

暁
益

手
術
後
の
痛
が
る
夫
に
詫
び
な
が
ら
病
室
を
出
る

も
心
が
痛
む 

池
田
キ
ヨ
子

猛
暑
に
も
堪
え
て
頑
張
り
秋
に
な
り
兎
の
ア
ン
コ

天
国
に
逝
く 

赤
星　

文
子

若
き
日
の
夢
を
語
り
し
学
友
に
逢
え
る
機
会
を
数

え
楽
し
む 

白
梅　

武
人

す
れ
違
い
「
お
元
気
で
す
か
」
「
何
と
か
ね
」
き

ま
り
文
句
の
挨
拶
か
わ
す 

内
田
乃
武
人

早
々
と
季
節
律
儀
な
彼
岸
花
秋
は
ひ
と
き
は
赤
く

咲
く
お
り 

吉
永
由
紀
子

日
中
は
猛
暑
で
疲
れ
く
た
く
た
に
夜
は
心
地
好
い

鈴
虫
の
声 

上
村
や
す
美

成
す
こ
と
も
無
く
秋
空
の
ち
ぎ
れ
雲
見
て
お
り
明

日
も
か
く
過
ご
す
か
も 

渡
辺　

幸
士 　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

勉
強
会　

ま
だ
政
活
費
余
っ
と
る 

広
田
み
ど
り

勉
強
会　

無
欠
席
だ
け
褒
め
ら
る
る 

下
山　

千
恵

勉
強
会　

七
十
過
ぎ
て
ま
だ
や
る
気 

志
垣　
　

光

勉
強
会　

何
度
聞
い
て
も
す
ぐ
忘
れ 

佐
藤　
　

葵

勉
強
会　

早

く

終

っ

て

お

弁

当 

平
井
や
よ
い

勉
強
会　

ボ
ケ
の
防
止
に
ゃ
も
っ
て
来
い 

長
原　

産
賀

勉
強
会　

信
頼
出
来
る
友
も
出
来 

佐
野
し
ょ
う

勉
強
会　

切

磋

琢

磨

の

舞

台

裏 

光
永　
　

六

勉
強
会　

え
ら
い
笑
顔
で
出
て
行
か
す 

井
元
あ
ざ
み

勉
強
会　

印
付
け
て
る
カ
レ
ン
ダ
ー 

日
高　

美
里

勉
強
会　

宿
題
出
来
ず
ず
る
休
み 

上
田　

梅
清

勉
強
会　

薫
陶
受
け
ち
眠
っ
と
る 

日
隈　

元
良

勉
強
会　

姑ハ
ハ

が
又
か
て
し
が
め
さ
す 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

霜
月 

〜

　

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

10月17日（水）豊内で、甲佐町地域学校協同活動事業として行われた甲佐小学校の芋掘り
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ひ と の 動 き （敬称略）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

 住　所 氏　名       性別   保護者

田　口　川上朔
さ く た ろ う

汰郎　男　健　輔

船　津　山田　暉
あ き ひろ

紘　男　暉　竜

豊　内　甲斐　友
ゆ う り

梨　女　元　貴

横　田　岩越　朔
さ く

空　男　和　也

豊　内　大野　兼
け ん せい

政　男　兼　司

豊　内　福島　瑠
る な

菜　女　　竜

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,063 ８

女 5,623 △７

計 10,686 １

世帯数 4,270 ４

平成30年９月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名    年齢    世帯主

田　口　岩本キミ子　82　哲　夫

白　旗　山下　一美　36　昭　一

田　口　江本　保正　83　保　正

下横田　本田　授　　97　安　光

西寒野　鳴瀬ナツヱ　97　ナツヱ

上　揚　岩永　都子　87　　哲

坂　谷　井上美枝子　104　美枝子

9月11日（火）～10月10日（水）

作り方

①きれいに洗ったサトイモは、

水気を切らずに２～３個づつ

ラップで包みます。

②それぞれのサトイモをレンジ

に２～３分かけ、熱いうちに

皮をむいて半分に切っておき

ましょう。

③②のサトイモに片栗粉を塗し

付け、２～３分ほど待ち粉を

落ち着かせます。

④中温に熱した油で③をサッと

揚げたら、バットに上げてお

きます。

⑤鍋にしょう油、赤酒、種を

とった唐辛子を入れ、火をつ

けます。鍋底の全体からフツ

フツと泡が立ってきたら、④

のサトイモを鍋に入れ手早く

汁をからめたら出来上がりで

す。

＊唐辛子の替わりに刻んだゆず

の皮でも美味しいですよ。

里芋の揚げ煮

ご存知ですか？

材　料

サトイモ（中） ……………… １本
片栗粉 …………… 大さじ２～３
合わせ調味料
しょう油 ……………… 大さじ２
赤酒 …………………… 大さじ３
水 ……………………… 大さじ１
唐辛子 ………………… 好みの量
揚げ油 ……………………… 適宣

　　サトイモと言えば皮をむく

時、煮る時も食べる時もヌルヌ

ルしていますね。実はこのヌル

ヌルが肝臓を丈夫にし、胃潰瘍

や腸炎を予防してくれているっ

てご存知ですか。

　肝臓に貯蔵されている鉄分の

利用で造血作用があるため貧血

の予防にも効果があります。

　ほかにもサトイモには多くの

食物繊維を含んでいるため腸を

整えてくれ、便秘の改善に効果

があるのです。

　今からの美味しいサトイモを

たくさん食べて健康を保ちま

しょう。

編

集

後

記

ご結婚おめでとう
marriage

［

［

 住　所 氏　名 

　　夫　熊本市　川田　健悟

　　妻　上早川　寺本　沙織

　　夫　中横田　赤星　敏成

　　妻　熊本市　本郷　李音

　　夫　熊本市　村上　周平

　　妻　府　領　成田亜梨沙

　　夫　熊本市　神鷹　智則

　　妻　緑　町　緒方　久美

　　夫　緑　町　松岡　　陸

　　妻　豊　内　谷頭　聖華

［

［

［

　

「
秋
の
日
は
つ
る
べ
落
と
し
」
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に

日
が
暮
れ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
ね
。

こ
の
季
節
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、
「
蚤

（
の
み
）
の
市
」
が
、
今
年
も
に
ぎ

や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
っ
す
ぐ
に
歩
く
こ
と
も
ま
ま
な

ら
な
い
ほ
ど
の
多
く
の
来
場
者
で
あ

ふ
れ
た
会
場
で
は
、
商
品
を
手
に

と
っ
て
友
人
と
談
笑
し
た
り
、
店
主

と
会
話
し
た
り
、
家
族
で
美
味
し
い

も
の
を
頬
張
っ
た
り
と
、
皆
さ
ん
笑

顔
で
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
に
登
場
し
た
２
階

建
て
の
ロ
ン
ド
ン
バ
ス
に
は
、
家
族

連
れ
な
ど
が
多
く
乗
車
。
開
放
感
あ

ふ
れ
る
バ
ス
の
上
で
も
、
や
な
場
ま

で
の
道
の
り
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

が
、
笑
顔
で
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。
ま
ち
に
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ

ふ
れ
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
も
そ
ん
な
笑
顔
の
皆
さ
ん
を
見

な
が
ら
、
笑
顔
で
蚤
の
市
を
楽
し
み

ま
し
た
。 

（
り
）
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「
甲
佐
町
文
化
協
会
の
機
関
誌

『
ふ
る
さ
と
』
は
私
に
と
っ
て

『
恩
誌
（
師
）
』
で
す
。
編
集
作
業

を
行
う
中
で
、
投
稿
者
の
知
見
や

考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
話
す
の
は
、
同
機
関
誌
の

編
集
委
員
長
を
務
め
る
伊
藤
二
實

男
さ
ん
（
岩
下
一
区
）
。

　

『
ふ
る
さ
と
』
は
、
文
化
協
会

会
員
か
ら
の
投
稿
や
会
員
の
活
動

な
ど
を
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
52
年
４
月
創
刊
。
10
月
に
第

１
０
０
号
発
刊
の
節
目
を
迎
え
た
。

　

「
14
歳
で
失
聴
し
て
以
来
、
本

や
新
聞
を
よ
く
読
ん
で
い
ま
し
た
。

文
章
を
考
え
る
こ
と
や
書
く
こ
と

が
楽
し
く
、
編
集
作
業
に
も
興
味

が
あ
り
ま
し
た
」
と
話
す
伊
藤
さ

ん
は
創
刊
当
時
か
ら
編
集
に
携

わ
っ
て
い
る
。

　

「
『
ふ
る
さ
と
』
の
主
役
は
、
投

稿
者
の
皆
さ
ん
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
を
発
表
し
合
い
、
分
野
の

異
な
る
会
員
同
士
が
交
流
す
る
こ

と
で
新
し
い
活
動
も
拡
が
る
と
考

え
ま
し
た
」
と
発
刊
当
時
の
思
い

を
語
る
伊
藤
さ
ん
。

　

「
発
行
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
外

部
の
方
々
と
の
交
流
も
拡
が
り
、

今
で
は
町
外
の
方
も
会
員
と
し
て

数
多
く
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
ふ
る
さ
と
』
へ
の
投
稿
が
き
っ

か
け
で
他
団
体
と
の
交
流
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
機

関
誌
が
つ
な
ぐ
縁
を
思
い
起
こ
す
。

　

「
寄
せ
ら
れ
た
投
稿
を
読
む
と

き
、
手
紙
を
も
ら
っ
た
よ
う
で
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
企
画

を
練
る
の
は
苦
労
も
多
い
で
す
が
、

編
集
委
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
と
知

恵
で
実
現
で
き
た
こ
と
は
楽
し

か
っ
た
で
す
」
と
編
集
の
よ
ろ
こ

び
を
語
る
。

　

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
「
多

く
の
投
稿
者
や
賛
助
会
員
の
支
援
、

編
集
委
員
の
協
力
の
お
か
げ
で
毎

号

内

容

を

充

実

し

つ

つ
、

第

1
０
０
号
発
刊
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
感
無
量
で
す
。
家
業
の
お
店

を
留
守
に
す
る
こ
と
も
多
く
、
妻

の
支
え
に
も
感
謝
で
す
」
と
感
想

を
語
る
。
「
今
後
は
、
自
身
の
書

道
活
動
を
通
し
て
甲
佐
の
文
化
振

興
に
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
」
と
話

す
伊
藤
さ
ん
は
、
甲
佐
の
文
化
振

興
に
こ
れ
か
ら
も
寄
り
添
っ
て
い

く
。

文

化

協

会

の

発

展

を

支

え

甲
佐
の
文
化
振
興
に
寄
り
添
う

いとう ふみお / 甲佐町文化

協会機関誌「ふるさと」編集

委員長。自身の書道教室で指

導を行う傍ら、本町の文化振

興に尽力している。

伊藤 二實男さん
Ito Fumio

〔岩下一区〕


